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～今月の主な内容～
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新年 村長あいさつ
きたしおばらトピックス
税務課からのお知らせ　　
生涯学習だより
健康通信
裏磐梯診療所・みんなで学ぼう！SDGs
お知らせ・戸籍の窓口
磐梯山ジオパーク通信・自然コラム

　新年あけましておめでとうございます。
　会津には、かつて疫病を退散させたと言わ
れる赤べこ伝説が語り継がれています。
　今年は丑年ですので、赤べこに疫病退散の
願いを込めるとともに、私たち一人一人が慎
重な行動を心がけ、コロナウイルスの困難を
乗り越えましょう。
　今年も「広報きたしおばら」をよろしくお
願いします。

北塩原村公式

赤
べ
こ
に
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ロ
ナ
退
散
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い
込
め
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こ
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ロ
ナ
退
散

　
　
　
　願
い
込
め

令和３年スタート



　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
く
心
温
か
な
初
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
村
政
の
運
営
に
、
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
規
模
に
拡
大
し
、
歴
史
的
な
危
機

に
直
面
し
た
年
と
な
り
、
今
な
お
国

内
・
県
内
で
の
拡
大
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　国
内
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
延
期
が
決

定
さ
れ
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に

よ
り
、
外
出
の
自
粛
や
経
済
活
動
の

制
限
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
感

染
拡
大
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
戦
後
最
悪

の
落
ち
込
み
、
人
々
の
生
命
や
暮
ら

し
、
社
会
経
済
、
さ
ら
に
は
行
動
・

意
識
・
価
値
観
な
ど
多
方
面
に
甚
大

な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　村
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
暖
冬
少

雪
に
よ
る
冬
の
観
光
へ
の
打
撃
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
追
い
打
ち
と
な
り
、
村
内
の

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

　七
月
豪
雨
で
は
、
村
道
等
の
崩
壊
、

農
作
物
へ
の
冠
水
な
ど
、
村
内
各
地

で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

村
消
防
団
や
行
政
区
の
協
力
に
よ
る

初
動
対
応
に
よ
り
、
幸
い
に
も
人
的

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
日

も
早
い
復
旧
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　一
方
で
、
喜
ば
し
い
出
来
事
と
し

て
は
、
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定
七

十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
小

泉
環
境
大
臣
が
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
地
域
資
源
の
魅
力
に
ふ
れ
る

機
会
の
創
出
と
福
島
県
を
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
聖
地
と
し
て
交
流
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
北
山
地
区
の
石
井
親
弘
・

美
智
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
福
島
県
農
業

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら

の
受
賞
は
二
十
七
年
ぶ
り
の
快
挙
で

あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
ら
に
、
３
名
の
方
々
が
満
百
歳

を
迎
え
ら
れ
、
賀
寿
贈
呈
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　二
〇
二
一
年
は
、
裏
磐
梯
の
観
光

振
興
と
全
村
の
観
光
地
化
、
各
地
区

の
文
化
や
資
源
を
活
か
し
た
交
流
の

促
進
と
農
業
と
観
光
の
連
携
、
村
民

の
方
々
の
声
が
反
映
す
る
行
政
運
営

を
基
本
と
し
ま
し
て
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
事
業
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

商
工
観
光
業
の
振
興

　コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
経
済
再
生
の

た
め
、裏
磐
梯
が
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
か
し
た
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
く
し
ま

グ
リ
ー
ン
復
興
と
の
連
携
に
よ
る
新

た
な
観
光
拠
点
整
備
に
取
組
み
、
滞

在
型
観
光
に
よ
り
地
域
全
体
に
経
済

効
果
が
波
及
す
る
よ
う
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

農
林
漁
業
の
振
興

　会
津
盆
地
に
広
が
る
田
園
風
景
や

豊
か
な
農
地
を
守
る
た
め
農
業
会
社

の
安
定
し
た
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
農
産
物
の
直
売
や
飲
食
、

移
動
販
売
や
生
活
用
品
の
販
売
を
行

う
「
村
の
駅
」
の
新
規
事
業
化
に
向

け
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
冬
の

観
光
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
ワ

カ
ザ
キ
釣
り
の
た
め
の
環
境
整
備
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
の
充
実

　学
校
給
食
無
料
化
と
、
裏
磐
梯
地

区
に
お
け
る
保
育
施
設
の
整
備
の
実

現
に
向
け
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策

　空
き
家
を
活
用
し
た
体
験
住
宅
や

魅
力
的
な
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
に

よ
り
、
移
住
・
定
住
を
促
進
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

防
災
・
減
災
の
強
化

　村
民
生
活
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、

国
土
強
靭
化
計
画
を
策
定
し
、
頻
発

化
・
激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
る
と

と
も
に
、
事
前
防
災
・
減
災
に
向
け

た
安
全
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま

「
み
ん
な
で
考
え
・
み
ん
な
で
前
へ
」

自
然
・
文
化
・
人
を
活
か
す
ワ
ン
チ
ー
ム
の
む
ら
づ
く
り

北
塩
原
村
村
長

内堀知事が裏磐梯でワーケーションを体験

福島県農業賞を受賞した石井さんご夫婦

い
り
ま
す
。

健
康
と
福
祉
の
充
実

 

　健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て

の
屋
内
外
運
動
施
設
や
公
共
交
通
の

維
持
確
保
、
診
療
所
運
営
の
充
実
、

生
活
支
援
体
制
の
組
織
化
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
の
健
全
化

　自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
公
共

施
設
の
見
直
し
、 

振
興
公
社
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
財
政
支
出
を
縮
小
す

る
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
役
場
機
能
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
村
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

「
北
塩
原
村
は
ワ
ン
チ
ー
ム
」「
み
ん

な
で
考
え
・
み
ん
な
で
前
へ
」
を
旗

印
と
し
て
、
自
然
・
文
化
・
人
を
活

か
す
こ
と
を
掲
げ
、
十
年
後
、
二
十

年
後
を
見
据
え
た
村
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　本

年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ

多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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きたしおばらトピックス

▲FISオープン大会で2位となった西沢選手㊧

西沢選手が国際大会で２位入賞 世界ランクは30位に！11月21日（土）、22日（日）
　剣ヶ峯出身で、全日本スキー連盟強化指定選手
（モーグル）の西沢岳人さんは、11月21日、22日にス
ウェーデンのイドレで開催された、FISオープン大会
に出場し、１戦目を７位、２戦目は２位に入賞を果たし
ました。
　シーズン最初の大会ということで、ヨーロッパを中
心にワールドカップ出場選手が多数出場した今大
会。西沢さんは、日々の基礎練習に力を入れたこと
で、気負わず、攻めの姿勢で大会に臨むことが出来
たといい、今回の結果で世界ランキングも62位から
30位へと大幅にランクアップしました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、各種大会が中止となる中、現在は剣ヶ峯の自宅を拠点に活
動。ランニングや筋トレ等による足腰の強化や地元スキー場で技術向上に励んでいます。
　今後は、３月に札幌市で開催予定のアジアカップや、富山県で開催される全日本スキー選手権大会に
出場し、優勝を目指すとのことです。

▲小枝俊邦さん

固定資産評価審査委員会の委員に小枝俊邦さんを再任12月21日（月）
　１２月村議会定例会において、小枝俊邦さん（下吉）が固定資産評価審査委員会委員
の選任に同意され、12月21日に村長より辞令が交付されました。
　任期は、１２月２４日から３年間で、８期目となります。ますますのご活躍が期待されます。

▲新しく購入したバス

▲出発を祝し行われたテープカット

新たな路線バス車両が運行開始～公有民営バス引渡式・出発式～12月25日（金）
　公有民営路線バス（※）の引渡式・出発式は１２月２５日、ア
クティブリゾーツ裏磐梯バス停で行われ、新たな路線バス
車両が運行を始めました。
　式では、遠藤村長が「今後もバスの導入を計画的に進
め、持続可能な公共交通の構築を目指します」とあいさつ、
小椋村議会議長が来賓あいさつを行いました。遠藤村長か
ら路線バスを運行する磐梯東都バス株式会社の庄司一雄
福島事業所長にバスのカギを引き渡した後、遠藤村長らが
テープカットを行い、第一便が出発しました。
　今回導入したバスは２台で、いずれも車両の側面に村の
四季の風景がラッピングされています。走行する路線はア
クティブリゾーツ裏磐梯⇔喜多方駅間となります。

コミュニティ助成事業活用～北山行政区祭礼備品整備～
　宝くじの社会貢献広報事業として、受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業を
活用し、北山行政区において祭礼用の太鼓を整備しました。
　伝統的な祭りを後世にも伝え、土地に根ざす地域文化を守っていくことによって、子どもの地域に対
する誇り、住民同士の交流・一体感を図ることが期待できます。

「コミュニティ助成事業」についての問い合わせ：北塩原村役場総務企画課企画室（☎ 23-3112）

金色有功章を受章した小椋さん▶

日本赤十字社金色有功章伝達式12月7日（月）
　日本赤十字社の「金色有功章」を受章した小椋敏一さん
（早稲沢）への表彰状伝達式が１２月７日、役場本庁で行われ
ました。
　小椋さんは村長として長年、日赤北塩原分区長を務められ
るなど、日本赤十字社の活動に貢献されたことから、今回の
受章となりました。
　伝達式では、日赤北塩原村分区長である遠藤村長が小椋
さんに表彰状などを伝達し、ねぎらいの言葉をかけました。

きたしおばらトピックス

▲表彰を受けた鈴木さん(左)と
　内川さん

　村食生活改善推進員の鈴木由利子さん（曽原）と内川典子さん（曽原）
は１２月１８日、会津若松市文化センターで開催された会津地区公衆衛生大
会において、会津地区食生活改善推進連絡協議会長表彰を受賞しました。
　鈴木さんと内川さんは１２年間、村食生活改善推進員として村民の食生
活の改善や向上、健康増進に貢献されており、長年にわたる功績が認めれ
られての受賞となりました。
　表彰式では、会津地区食生活改善推進連絡協議会の真下会長より、本年
度の会長表彰を受賞した７団体２０名に表彰状が送られました。　　　　
　受賞、おめでとうございました。

（※）公有民営バスとは、車両を村が所有してバス事業者に貸与す
る方式で、県内では初めての事例となります。
　利用者の減少から路線バス事業者の経営状況は年々厳しく
なっており、車両の更新ができず路線の存続が困難な状況です。
そのため、公有民営方式により国土交通省の補助金を活用して
車両を更新し、バス事業者と協力して路線の維持を図ることとし
ました。

鈴木由利子さん、内川典子さん
会津地区食生活改善推進連絡協議会長表彰受賞12月18日（金）
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【村県民税・固定資産税】全期前納報奨金制度の廃止のお知らせ

　第1期の納期限までに全期分を一括して納付した場合に交付される「前納報奨金制度（実際には年税
額から交付額を差し引いた額を納付）」が、令和３年度から廃止となります。

北塩原村　税務課　☎ 23-3114

新型コロナウイルス感染症に係る中小企業者等に対する
令和３年度固定資産税の特例措置（軽減）について

　新型コロナウイルス感染症の影響により事業収入が減少している中小企業者等は、事業用家屋およ
び償却資産に係る令和３年度の固定資産税について、申告により特例措置（軽減）を受けられます。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月～10月までの任意の
連続する３か月の事業収入の合計が、前年の同期間と比較して30％以上減少し
た事業者（大企業の子会社等は除く）。

対 象 条 件

対象となる資産

軽 減 率

申 告 方 法

申 告 期 限

○事業用家屋（事務所や店舗、工場、不動産賃貸業を営む場合の賃貸物件など）
○償却資産

　必要書類を準備し、認定経営革新等支援機関等（税理士や商工会）による確認
を受けたうえで、北塩原村税務課へ申告して下さい。

令和３年２月１日（月）※消印有効

　前述の「対象条件」の判定に用いた事業収入の減少率により以下のいずれか
となります。

北塩原村　税務課　☎ 23-3114

詳細は村ホームページ、または庁舎設置のチラシをご覧ください。

減　少　率
30％以上 50％未満

50％以上

軽　減　率
２分の１
全額

　この制度は、戦後の混乱した社会情勢と不安定な経済状況を背景に、税収の早期確保、納税意識
の高揚および納期前納付金額の金利の確保を目的として創設されたものです。
　社会・経済情勢と税を取り巻く環境の変化や、税額や納税方法によっては制度が適用されない
といった不公平が生じているなど、様々な理由により全国の市町村で制度廃止が進んでおり、当
村においても令和２年12月村議会定例会において廃止が決定となりました。

制度と廃止理由

今後の一括納付について
　報奨金制度は廃止となりますが、これまでと同様に納付書または口座振替により全期分を一括
で納付することができます。
　なお、これまで口座振替で一括納付していた方で、令和３年度より期別毎の納付（1～4期分に
ついてそれぞれの納期日に引き落とし）への変更を希望される方は、ご利用の金融機関でのお手
続きが必要となります。

制度廃止についてご理解いただくとともに、今後も納期内納付へのご協力をお願いいたします。

2021.1　広報きたしおばら　6



生涯学習だより教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

　12月1 2日（土）に保健センターで「親子
Cooking！」が行われました。
　当日は7組の親子が参加し、村管理栄養士の管
家早苗さんによる「食べ物に関するおはなし」と題
したミニ講話を聞いた後、12月ということで、「サ
ンタさんとトナカイ
のおにぎり」や「切り
株のロールケーキ」な
どのクリスマスにち
なんだメニューを作
りました。

子ども体験活動事業子ども体験活動事業

〇日程：1月23日（土）
〇場所：裏磐梯スキー場

今後の公民館関連事業のおしらせ ※予定が変更となる場合がありますので、ご了承願います。

①少年少女スキー教室

親子Cooking!
　12月25日（金）にもくもく自然塾でボルダリン
グ体験教室が行われました。
　手指の消毒や検温など、コロナウイルス感染症
対策を行ってから始まりました。もくもく自然塾
代表の渡邊亮さん指導の下、入念に準備体操やス
トレッチを行い、それぞれ目標のマークを決めて
自分なりのルートを考え、ボルダリングを楽しみ
ました。
　カラフルなホールドがついたクライミングウォ
ールは一見楽しくチャレンジできそうですが…実
際にやってみるとなかなか難しい！何回も諦めず
にチャレンジする姿が見られました。
　学年や学校間の交流も図られ、子どもたちは休
憩時間を忘れるほど夢中になり楽しんでいまし
た。

“のぼら〜”ボルダリング体験教室

保健講座 ～思春期の性とこころ～

　今回はコロナウイルス感染症対策のため、それ
ぞれ親子にわかれて調理を行いました。少し時間
はかかったものの、親子で協力しながら、それぞれ
オリジナリティあふれる美味しそうな料理を作っ
ていました。

　12月10日（木）に裏磐梯中学校において家庭教育支援事業が行われま
した。講師に会津助産師の家おひさまの二瓶律子さんをお招きし、「思
春期の性とこころ」と題して、命の大切さや、成長とともに変化するか
らだのことについて学びました。
　学校ではあまり詳しく触れることのない部分について二瓶さんにお
話をしていただき、生徒も保護者も真剣に話を聞く様子が見られまし
た。また講座終了後には、「学校や親から言いづらい部分について教え
てもらえてよかった」「詳しく聞くことができて、子どもたちのために
なった」などの感想をいただきました。

家庭教育支援事業
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健康通信 保健センター ☎28-3733問い合わせ

福島県民の健康づくりに関する知識や理解度を測る「ふくしま健民検定」を実施します。
合格者の中から抽選で素敵なプレゼントが当たります！

ふくしま健民検定に挑戦しましょう！

健康診断やがん検診の結果を放置していませんか？
～まずは受診・相談してください～

実施
期間

令和３年
１月２０日（水）～２月２８日（日）

参加
資格

福島県内に居住または勤務している方
（年齢制限はありません）

出題
範囲

ふくしま健民検定クイズの出題内容
（福島県民の健康状態、健康づくりに関する基礎知識等）

合格
基準

正答率70％以上
合格者には認定証として「ふくしま健民カード（特別版）」をお送りします。

●ふくしま健民検定事務局（電話：024-927-0021）へご連絡の上、問題用紙を入手。
　解答したものを事務局へ郵送する。
●ウェブサイト（ＵＲＬ：https://kenkou-fukushima.jp/kentei）
　の検定フォーム上で回答する。
●ウェブサイト（ＵＲＬ：https://kenkou-fukushima.jp/kentei）
　から問題用紙をダウンロードして印刷し、回答したものを事務局へ郵送する。
●令和３年１月23日（土）折込の福島民報・福島民友に掲載の解答用紙へ記入し、
　事務局に郵送する。

〈参加方法〉次のいずれかの方法を選択できます

ふくしま健民検定事務局 〒963-8032
 郡山市下亀田17番地の 7（株式会社ル・プロジェ内　ふくラボ！編集部）
 ☎024-927-0021　平日10：00～ 17：00

ふくしま健民カード（北塩原村健康ポイント事業）は令和３年３月１日まで

問
い
合
わ
せ

参加料
無料

　今年度、村や職場などで健康診断・がん検診・人間
ドックなどを受けて、精密検査や何らかの異常を指摘
された方（要医療となった方など）は、早めにかかりつ
けの医療機関等に連絡し、検査結果を持参のうえ、必
ず受診してください。
　また、より元気に過ごせるよう受診が必要な方も、
そうでない方も、随時、村保健師や管理栄養士が相談
に応じますので、保健センターまでご連絡ください。 12月に各地区で実施した、個別栄養・健康相談会の様子

栄養相談・健康相談に応じます
～心配ごとなど、随時お気軽にご相談ください～
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南東北裏磐梯診療所からのお知らせ南東北裏磐梯診療所からのお知らせ

問い合わせ　南東北裏磐梯診療所　☎ 32-2009

　あけましておめでとうございます。今年も何卒よろしくお願いします。
　今年は丑年です。丑と言えば、会津地方では赤べこですね。体色の赤は魔避けの効果があり、斑点
は天然痘を表していると言われているようです。また、会津地方に天然痘が流行したときにこの人
形を持っていた子どもは病気にかからなかったという伝承もあり、魔避けとして用いられてきたよ
うです。
　昨年は天然痘ならぬ新型コロナウイルスが蔓延し、多くの人命が失われました。このウイルスに
より生活様式に変化がもたらされ、皆様におかれましても窮屈な生活を余儀なくされ、ご苦労が多
いことと思います。治療薬が早く開発され普段の生活に戻れるように願っているところです。
　このウイルスにより医療も大きく影響を受けています。当院も昨年の春は患者数が減少しました
が、その後は徐々に回復し、ほぼ平常時に戻りました。今後も村の皆様の診療所と
して微力ながら診療に当たりたいと思います。
　今年は昨年に引き続き「訪問診療」に重点を置きたいと考えています。訪問診療
は、日時をあらかじめ決めて医師・看護師が訪問の上、診療します。定期的かつ、計
画的に訪問し、診療、治療、薬の処方、療養上の相談、指導等を行っていきます。
　“赤べこのご加護が皆様にあるように”と思いながら、本年も皆様にとって良い
年であることを願ってご挨拶とさせていただきます。

～村のSDGsの取り組み～
みんなで学ぼう！SDGs 2

Vol

2021年頭のご挨拶
南東北裏磐梯・桧原診療所　荒川　真之

　国は、自治体において、SDGsを活用することで、客観的な自己分析により、特に注力すべき政策課
題の明確化や、経済・社会・環境の三側面の相互関連性の把握による政策の推進の全体最適化が実現
するとしています。
　また、自治体と各ステークホルダー（事業者）間において、SDGsという共通言語を持つことによ
り、政策目標の共有と連携促進、パートナーシップの深化が実現するとしています。
　したがって、SDGsの17の目標に紐付く169のターゲットの達成を目指すことが、日本の各地域に
おける諸問題の解決に貢献し、地方創生を推進するものであるとしています。
　村が2017年3月に策定、実行している第五次総合
振興計画や今年度策定に向けて取り組んでいる観
光基本計画で盛り込まれている方向性は、国際社会
全体の開発目標であるSDGsの目指す17の目標と
規模こそ違うものの、その目指すべき方向性は同様
であることから、村の各種計画の推進をはかること
で、SDGsの目標達成に資するものと考えています。
　住民、村内事業者の皆さんも、2021年はSDGsの
目標を少しずつ意識しながら、毎日の生活を送って
みると、新たな発見があるかもしれません。

なぜ村がSDGsに取り組む必要があるのか？

参考：はじめよう地域の未来へ自治体SDGs（内閣府リーフレット）
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お
知
ら
せ

今
月
の
予
定

【
行
政
相
談
】

　
行
政
相
談
で
は
、
国
・
県
・

市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
受
け
付
け
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

○
月
日　
1
月
25
日（ 

月
）

○
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
午
前
11
時
30
分

○
場
所　
桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　
☎
34
ー
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員　
髙
橋　
光
秋

【
今
月
の
納
税
な
ど
】

・
固
定
資
産
税 

（
４
期
分
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
分
）

・
介
護
保
険
料 

（
６
期
分
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
６
期
分
）

・
住
宅
使
用
料 

（
１
月
分
）

・
上
下
水
道
使
用
料
（
12
月
分
）

村
税
等
の
納
入
は
、
簡
単
・
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
!!

１月17日（日）　（医）武田医院…………………………… 27-4031
１月24日（日）　（医）手代木医院………………………… 22-0034
１月31日（日）　（医）鳴瀬病院…………………………… 24-3333
２月７日（日）　（医）福田耳鼻咽喉科醫院……………… 24-4187
２月11日（木）　（医）内科消化器科みつはし医院……… 21-1311
２月14日（日）　（医）山田産婦人科医院………………… 22-3032

１月17日（日）　有隣病院………………………………… 24-5021
１月24日（日）　佐原病院………………………………… 22-5321
１月31日（日）　有隣病院………………………………… 24-5021
２月７日（日）　佐原病院………………………………… 22-5321
２月11日（木）　有隣病院………………………………… 24-5021
２月14日（日）　佐原病院………………………………… 22-5321

休　日　当　番　医

　第　二　次　救　急　当　番　医

第2次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする
重症患者の救急医療体制です。

喜
多
方
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。

○
開
設
場
所

喜
多
方
税
務
署（
喜
多
方
市
字
花
園
38
）

〇
開
設
期
間

　
令
和
3
年
2
月
10
日（
水
）～

　
　
　
　
　
3
月
15
日（
月
）

　
《
土
、
日
、
祝
日
等
を
除
く
》

○
開
設
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
会
場
開
設
前
は
、
申
告
書
作
成
会
場
を

設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
場
開

設
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○【
重
要
】申
告
書
作
成
会
場
へ
の
入
場
に

つ
い
て

　

申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。「
入
場
整
理
券
」は
、
当
日

配
付
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
が
あ

り
ま
す
。

※
配
付
方
法
の
詳
細
は
、
別
途
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※「
入
場
整
理
券
」
の
配
付
状
況
に
応
じ

て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
喜
多
方
税
務
署

　
☎
0
2
4
1

−

24

−

5
0
5
0

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、「
２
番
」

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。）

令和３年１月１日現在の人口 

●男1,349人 ●女1,317人

●計2,666人 （前月比　－２）（外国人含む）

●転入２ ●転出３

●出生３ ●死亡４

●世帯数 1,090 （前月比　－１）

戸　籍　の　窓　口

お悔やみ申し上げます

お誕生おめでとう！

佐　藤　　守　　〈68歳〉（茂明・父）早稲沢
五十嵐　まき子　〈58歳〉（幸司・妻）谷地
二　瓶　シツイ　〈89歳〉（ 整 ・母）狐鷹森
石　井　惠　子　〈84歳〉（親弘・母）北山二区

渡部　美桜（女・正和）狐鷹森

【
事
業
者
の
皆
様
へ
】

令
和
３
年
度
償
却
資
産
の
申
告

に
つ
い
て

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
自
己
所

有
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
１
月
31
日
ま

で
、
そ
の
償
却
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村

長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

【
事
業
主
の
皆
様
へ
】

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お

済
で
す
か
？

　
令
和
２
年
中（
令
和
２
年
１
月
～
12
月
）

に
給
与
を
支
払
っ
た
全
て
の
方
に
つ
い
て

「
給
与
支
払
報
告
書
」を
作
成
し
て
い
た
だ

き
、
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
当
村
に

住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
村
税
務
課

に
、
当
村
以
外
の
市
町
村
に
住
所
の
あ
る

方
に
つ
い
て
は
該
当
市
町
村
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
給
与
支
払
報
告
書
」は
、
パ
ー
ト
、
臨

時
、
退
職
者
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
方
に
つ

い
て
も
作
成
し
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
が
な
い
場

合
、
支
払
い
を
受
け
た
方
の
確
定
申
告
・

住
民
税
申
告
の
受
付
が
不
十
分
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
や
諸
証
明
が
発
行
で
き
な
い

等
、
一
部
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

　
令
和
３
年
１
月
31
日（
日
）

※
課
税
処
理
の
都
合
上
、
１
月
25
日（
月
）

頃
ま
で
、
お
早
め
に
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
注
意
事
項

　
平
成
28
年
分
の
提
出
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー（
個
人
番
号
）・
法
人
番
号
の
記
入
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
☎
23

−

３
１
１
４
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大
塩　

鈴
木　

み
ち
子

寒
空
に　

咲
く
一
輪
の　

バ
ラ
の
花　

ジ
ッ
と
耐
え
て
る　

姿
い
じ
ら
し

大
塩　

鈴
木　

タ
ケ
子

畑
に
は　

今
日
が
最
後
と　

思
い
つ
つ　

片
手
に
濡
れ
た　

春
菊
を
摘
み

大
塩　

五
十
嵐　

良
子

今
年
又　

年
の
瀬
迎
え　

気
は
忙
し　

コ
ロ
ナ
の
な
い
年　

新
た
な
年
に

大
塩　

高
橋　

郁
子

農
作
業　

終
え
て
炬
燵
中　

思
い
出
し　

梅
雨
の
長
雨　

収
穫
の
喜
び

大
塩　

高
橋　

み
す
江

ざ
る
菊
や　

今
年
も
皆
で　

癒
さ
れ
て　

育
て
る
夫
に　

つ
ぶ
や
く
感
謝

大
塩　

赤
城　

セ
イ
子

猪
は　

菊
い
も
が
好
き　

土
の
中　

ミ
ミ
ズ
さ
が
し
て　

見
事
に
掘
り
て

下
川
前　

赤
城　

弘
美

届
き
た
る　

江
刺
り
ん
ご
の　

紅
々
と　

サ
ク
リ
と
か
じ
る　

初
雪
の
朝

桧
原　

佐
々
木　

キ
ミ
子

コ
ロ
ナ
禍
で　

正
月
帰
省　

見
お
く
り
と　

お
互
い
心　

励
ま
す
エ
ー
ル

桧
原　

穴
澤　

泰
子

風
呂
上
り　

カ
ー
テ
ン
越
し
に　

月
あ
か
り　

飽
か
ず
眺
む
る　

十い
ざ
よ
い

六
夜
の
月

北
山　

佐
藤　

裕
子

隣
猫　

朝
一
番
の　

我
家
客　

玄
関
前
で　

一
声
挨
拶

北
山　

武
藤　

敏
子

日
溜
ま
り
に　

集
い
戯
む
る　

赤
ト
ン
ボ　

秋
を
惜
し
み
て　

命
惜
し
み
て

会
津
と
は　

雪
に
埋
も
る
る　

山
の
く
に	

中
川　

幸
恵

暮
る
る
ま
で　

啄つ
い
ばん

で
を
り　

白
鳥
よ	

鈴
木　

隆
一
郎

花か

梨り
ん

の
実　

高
き
に
あ
り
て　

香
が
下
る	

武
藤　

敏
子

大
根
を　

水
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に　

し
て
洗
ふ	

佐
藤　

信
子

  

北
塩
原
短
歌
会

  

白
百
合
俳
句 文

　
芸
　
の
　
ひ
　
ろ
　
ば

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

　
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
取

得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
納
め
て
い
た
だ

く
県
の
税
金
で
す
。

　
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か
ら
３
年

以
内
に
住
宅
を
新
築（
中
古
住
宅
の
場
合

は
、
１
年
以
内
に
取
得
）し
た
場
合
や
、

住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
内
に
そ
の

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
で
一
定

の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
土

地
に
か
か
る
不
動
産
取
得
税
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅
を
取

得
し
た
際
の
軽
減
措
置
や
、
災
害
や
公
共

収
用
時
な
ど
に
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も
の
な
の
で
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
詳
し
い
要
件

及
び
必
要
書
類
に
つ
い
て
、
次
の
と
こ
ろ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム

　
☎
0
2
4
2

−

29

−

5
2
5
4

会
津
学
生
寮
の
入
寮
者
募
集

　
会
津
学
生
寮
で
は
、
東
京
近
郊
の
４
年

制
の
大
学
に
就
学
す
る
学
生
を
対
象
に
入

寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
会
津
学
生
寮
の
所
在
地

　
東
京
都
文
京
区
千
石
１

−

４

−
16

　
（
Ｊ
Ｒ
山
手
線
巣
鴨
駅
下
車
）

○
応
募
資
格

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
男
子
生
徒

・
現
在
会
津
に
居
住
し
て
い
る
か
、
ま
た

は
保
護
者
が
会
津
出
身
で
あ
る
こ
と
。

・
東
京
都
や
そ
の
近
郊
の
大
学（
原
則
と

し
て
４
年
制
）に
入
学
す
る
者
、
ま
た

は
第
２
学
年
に
進
級
す
る
在
学
生
。

・
心
身
と
も
に
健
康
で
共
同
生
活
が
で
き

る
者

○
募
集
人
数

　
８
名

○
費
用

　
入
寮
金
７
万
円
、
月
額
寮
費
４
万
７
千

円（
個
室
で
、
月
～
土
ま
で
朝
夕
食
付
）

○
申
し
込
み
方
法

　
村
教
育
委
員
会
・
会
津
管
内
県
立
高
校

に
備
え
付
け
の
入
寮
願
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
〒
１
１
２

−

０
０
１
１
東
京

都
文
京
区
千
石
１

−

４

−

16　

会
津
学

生
寮 
宛
で
申
し
込
む
。
そ
の
際
、
大
学

の
合
格
通
知
書（
受
験
票
で
も
可
）の
写
し

と
出
身
高
校
で
交
付
す
る
調
査
書
を
同
封

す
る
こ
と
。

○
申
込
期
間

　
令
和
３
年
１
月
８
日（
金
）～

　
　
　
　
　
２
月
５
日（
金
）

○
留
意
点

　
合
格
前
で
も
申
込
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
面
接
場
所

　
会
津
若
松
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

　
「
會
津
稽
古
堂
」

○
問
い
合
わ
せ

　
会
津
学
生
寮

　
☎
０
３

−

３
９
４
７

−

０
３
２
５

北
塩
原
村
育
英
事
業

令
和
３
年
度
奨
学
生
募
集

　
村
で
は
、
高
校
生
、
専
門
学
校
生
、
大

学
生
、
短
大
生
を
対
象
に
、
無
利
子
で
奨

学
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
所
得

審
査
・
連
帯
保
証
人
審
査
等
あ
り
）

　
令
和
３
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

　
高
等
学
校
、
専
門
学
校
及
び
大
学（
短

期
大
学
を
含
む
）進
学
予
定
者（
在
学
中
も

含
む
）で
成
績
優
秀
か
つ
学
費
等
の
支
出

が
困
難
な
方

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
償
却
資
産
申
告
書
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
押
印
の
う
え
必
ず
当
村
税
務
課
ま

で
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
事
業
所
等
を
廃
止
し
た
場
合
も
そ

の
旨
を
記
載
し
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
）。

　
な
お
、
e
L
T
A
X（
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
）で
の
電
子
申
告
も
可
能
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
☎
23

−

3
1
1
4

区　　分
貸付金額

月額 入学一時金
高等学校 ２万円以内 20万円以内
短期大学

（専門学校・高等
専門学校含む）

３万円以内 50万円以内

大　　学 ４万円以内 50万円以内

※貸付期間…正規の修学期間

受付期間 令和３年１月８日（金）～２月12日（金）まで
募集人数 ５名

必要書類
◎奨学生願書　◎奨学生推薦書　◎健康診断書
◎成績証明書　◎収入に関する証明書（家族全員）
◎住民票（世帯全員分）
※申請書は教育委員会にあります。

奨学生の決定 令和３年３月の選考委員会にて決定し、お知らせします

貸付時期 前期…４月25日（入学一時金も同時期）
後期…10月25日

奨学金の返還

卒業１年後から８年間を限度として返還
（上級学校等に進学したときは、申請によりその在
学期間中返還を猶予することができます。）
・返還期日

半年賦…８月25日、３月25日　年賦…３月25日
問い合わせ　教育委員会教育課　☎ 23 － 5237
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冬の使者　コハクチョウ

裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　　☎32-2850

　コハクチョウは全長120㎝と大きい水鳥で、実はカモの仲間です。ユーラシア大陸北部のツンドラ地帯で繁
殖し、9月から10月頃サハリン経由で北海道北部へ渡来、その後越冬地へ南下します。
　その南下の途中に数ある飛来地の中で、猪苗代湖は本土の内陸部における標高の最も高い地点となって
おり、猪苗代湖北岸一帯は「猪苗代湖のハクチョウ及びその渡来地」として、文化庁より史跡名勝天然記念物
として指定、保護されています。
　コハクチョウが猪苗代湖周辺の
田んぼなどで落穂などをついばん
でいる姿やV字編隊飛行をみかけ
ると、冬の訪れを感じる人も多い
のではないかと思います。
　コハクチョウ達の姿は例年3月
下旬頃まで見ることができます。冬
の猪苗代湖はとても寒いですが、
「冬の使者」に会いに足を運んでみ
てはいかがでしょうか？　

コハクチョウ　猪苗代湖（2020年12月撮影）

～大地と自然と人との繋がりが強く結ばれているところ～
ジオパークってどんなところ？

　普段何気なく見ている山や谷、湖といった風景は、地球が長い長～い時間をかけて作り出した大地です。その
大地の上には豊かな自然が育まれ、その中で私たちも生きています。“ジオパーク”とは、そういった地球が生み
出した力強い大地を見ることができ、その上に形成された特別な自然環境やそこに暮らしてきた人々の歴史と
文化を深く知り、楽しむことができる特別な場所です。
　力強い大地が今の自然の姿・人々の暮らしに影響を与えていることが体感できる。それがジオパークです。

1・2・3月号では「ジオパークとは」というテーマでお送りします。次回はジオパークの誕生とその目的についてです。

青沼に生息するウカミカマゴケ
（特別な自然）

磐梯山
（力強い大地）

桧原の大山祇神社
（特別な歴史）

写真で見る磐梯山ジオパーク　―磐梯山の噴火が生み出した自然と歴史―
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